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研修病院名

研修スケジュール
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適切な患者接遇の習得

HIS/RISの操作方法

一般撮影技術

ポータブル撮影技術

透視検査技術

CT撮影技術

カテ操作技術

当直ローテーションの参加

習得した撮影技術の応用

MRI検査技術

RI検査技術

所属内研修

研修を実施することで取得可能な認定資格要件等

X線作業主任者、X線CT認定技師、IVR認定技師、ＭＲ認定技師、マンモグラフィー認定、骨粗鬆症マネージャー

・二年目は、ＣＴおよびＭＲＩ検査の育成を目標とし、一年を通してルーチン業務の習得を行う。

・三年目以降ではRI検査の育成および、入職以降に習得したスキルを活用し、カテーテル検査等の業務をルーチン担当としての育成を行う。

研修名 放射線技師レジデント研修

・一年目で行う主な研修は、接遇および、一般臨床で行うエックス線検査からＣＴ、ＭＲＩ検査の緊急対応まで幅広く撮影技術を習得する。

・また、当直、当番業務について下期の人員ローテーション業務を担えるよう、緊急時の知識や撮影技術の習得を行う。

主な研修内容
３年目（４月～３月）２年目（４月～３月）１年目（４月～３月）

心臓血管センター


